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インターバンクの声 （2015 年 1 月 26 日） 
 

２０１５年に入ってすぐに１．２０ドルを割り込み、その後も緩やかに下落

を続けていたユーロ相場だったが、２２日に開かれた欧州中央銀行（ECB）の

量的金融緩和決定を受け２００５年につけた安値はおろか、２００３年以来

となる１．１１ドル台にまで値を下げている。さすがに対ドル１．００のパ

リティーまでは距離があるような気もするが、昨年１．４０ドル目前からの

下落の速さや足許のユーロ相場を取り巻く条件を考慮すれば、比較的短時間

で届いてしまう可能性も否定できないだろう。ギリシャの総選挙での野党・

急進左派連合が勝利することも想定済みだとして、仮にそうした結果となっ 

ても更なるユーロ売りインパクトは少ないだろうとされていたが、いざその

野党・急進左派連合の圧倒的勝利が伝わり始めると、月曜のアジアは下窓を

空けて再びユーロ売りが始まっている。指標発表や米連邦公開市場委員会

（FOMC）などのイベント目白押しの週となるだけに、ユーロだけでなく為替

相場全般が大荒れになることに要注意だ。 
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